

































































































































































The San-en-nanshin area is mutual relationship in the prefecture Shizuoka and Aichi and Nagano.The
following thesis is the research report on landscape color in the San-en-nanshin area.The objective is extract
typical in this area from landscape photographs and image research.I report in this step what is it possible in
the color analysis by landscape and image.
宮内　博実 Hiromi MIYAUCHI
デザイン学部メディア造形学科 Department of Art and Science,Faculty of Design
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21. まとめと今後の展開
　これまでの段階で実施した現状分析の結果
から，画像色彩分析とイメージ分析の関連性
は明確ではないが一応傾向が認められる。こ
こでの「地域らしさ」は，それぞれの地域を
代表する画像データに思いが込められている
とすれば，そのまま色彩分析に現れるのも当
然かもしれない。
　景観色として捉えるには，自然環境を中心
とした大面積（基調色）の変化をもう少し詳
しくデータを集めて分析する必要がある。今
後，いくつかの定点観測や移動観測で季節や
時間によって，どのように変化するかを調べ
ることも必要である。さらに強調色（アクセ
ントカラー）として，それぞれ固有の祭りや
行事，習わしや伝統，さらに季節毎に咲き誇
る花々など，非日常的な景観色の収集が是非
とも必要とおもわれる。しかし，このエリア
の広さと，それぞれの行事の規模と開催時間，
そこまでの交通手段の選択と，さらに写真取
材がどこまで可能なのか細かな検討が必要で
ある。
　イメージ調査は，あくまでもプレ調査の段
階としているために，披験者数も少なく属性
別の分析が行われていない。しかし，事前に
想定された県のイメージ，中心都市のイメー
ジ，地域のイメージはそれなりに違いが見ら
れる。今後は対象地域や披験者数を増やして
しっかりとした裏付けを取る事を実施したい。
　この研究自体は学内の特別研究としてス
タートしているが，特に三遠南信の地域連合
のプロジェクトは，すでに多くの方々が参加
し，研究もそれぞれの団体や教育機関で進ん
でいる。そのために今後の進め方についても，
各関係団体との協調体制が必要と思われる。
特に行政団体や地域連携センターなどとの情
報交換を行う事でより効果的な研究に繋がる
とおもわれる。
　当初の3カ年のフローチャートに示された
研究手順に従って，プロセスを計画通り進め
るよりも，もう少し柔軟で活用度の高い発想
で合理的な調査研究へ展開するべきとおもわ
れる。
　現状では静止画像から分析する範囲のソフ
トであるが，今後動画からの分析ソフトの開
発が可能であれば，1回の取材でかなり広範
囲のデータを集めるられるならば，スピード
アップも可能となる。
　今後は，イメージと配色データの関連性か
ら，地域らしさと相応しい景観色の提案まで
一気に進めるよりも，地域のコンセンサス作
りに貢献出来るような「アウトプット」に重
点を置きながら展開したい。
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